
平成 29 年 3 月 24 日

防災拠点となる都市公園の整備による地域防災力の強化（防災・安全）
平成25年度　～　平成28年度　（4年間） 西予市、内子町

・宇和運動公園にて避難所に指定されている体育館の耐震化を実施することにより、安全な施設に受け入れることが出来る避難者数を０人（H25）から９２９人（H28）に増加
・宇和運動公園における防災拠点の利便性を向上させるための駐車可能台数を、９５台(H25)から２００台(H28)に増加する
・宇和運動公園にて防災備蓄倉庫を１棟新設することにより、宇和運動公園への避難想定地域人口の３歳から６９歳までの非常食（アルファ化米）の備蓄量を０人分（H25）から１，３５０人分（H28）に増加
・内子運動公園において公園施設長寿命化計画に基づく施設更新を0施設から1施設に増加。

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ6　公園事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 （百万円） 策定状況

A6-1 公園 一般 西予市 直接 180 策定済
都市計画決
定面積21.1
ｈａ

A6-2 公園 一般 西予市 直接 4 策定済

A6-3 公園 一般 内子町 直接 26 策定済

210

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 （百万円）

0

番号 備考

合計

番号 事業者

西予市

西予市

内子町

合計

事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 備考

費用便
益比

備考

都市公園等事業(西予市宇和運動公園)

95台 - 200台

Ｄ 0 百万円
効果促進事業費の割合

近年、愛媛県に甚大な被害をもたらすと予想される東南海・南海地震が高い確率で起こると指摘されている。
　本県では過疎化が進んでいるため、大規模地震発生時には、道路が寸断され多くの孤立地域が発生する可能性があり、物資の供給が車両による配送が困難な場合が想定されている。そのため、防災拠点として位置づ
けられている都市公園においては、災害時の速やかな物資配給等に対応できる施設整備を求められている。
　そこで、本計画では、住民の安全な避難所の確保や速やかな物資配給の対策が重要であるとの認識のもと、施設の耐震化・広場拡張による防災拠点スペースの確保、24時間態勢での援助体制補助のための夜間照明の
改修、大型物資運搬車輌の進入のための園路等の改良・車輌受け入れのための駐車場改修、防災拠点となっている都市公園における公園施設長寿命化計画に基づく施設更新を実施する。

（H25当初） （-） （H28末）

0人 - 929人

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

0人 - 1,350人

・内子運動公園における公園施設長寿命化委計画に基づき更新する施設数 0施設 - 1施設

・宇和運動公園における耐震化された施設に受け入れることができる避難者数　(避難者数)=（耐震化された施設の床面積）/(避難者１人当りの必要面積)

・宇和運動公園における防災拠点の利便性を向上させるための駐車可能台数の増加

・宇和運動公園における防災備蓄倉庫に備蓄する非常食（アルファ化米）の備蓄量増加

一体的に実施することにより期待される効果

番号

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業

0 百万円 Ｃ 0 百万円 0.0%全体事業費 合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

210 百万円 Ａ 210 百万円 Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画　事後評価書（中間評価書）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

都市公園安全・安心対策事業

都市公園安全・安心対策事業

要素となる事業名 事業内容

公園整備21.1ha

長寿命化計画の策定
2公園

内子運動公園における運動施
設等の改修、便益施設（トイ
レ）のバリアフリー化

市町村名

西予市

西予市

内子町



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 （百万円）

0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 （百万円）

0

番号 備考

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・宇和運動公園において、体育館の耐震化を実施し安全な施設になったことにより、市民の体育館に対する信頼度が高まった。
Ⅰ定量的指標に関連する ・宇和運動公園において、駐車可能台数増加させたことにより、防災拠点として多くの車輌を受け入れることが可能となり利便性が高まった。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・宇和運動公園において、防災拠点に防災備蓄倉庫を新設したことにより、非常食等の備蓄量が増え、災害時の早急な対応が可能となった。

・内子運動公園において、老朽化した施設が更新され、公園利用の安全・安心を確保した。

最終目標値

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・防災訓練等にも活用し、さらなる地域防災力の強化を図る。

1施設

1施設

合計

一体的に実施することにより期待される効果

指標③（宇和運
動公園への避難
想定地域人口の
３歳から６９歳
までの非常食
（アルファ化
米）の備蓄量）

929人

929人

200台

200台

1,350人分

1,350人分

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 備考

事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名

合計

備考

指標②（宇和運
動公園における
防災拠点の利便
性を向上させる
ための駐車可能
台数）

指標③（内子運
動公園における
公園施設長寿命
化委計画に基づ
き更新する施設
数）

指標①（宇和運
動公園にて避難
所に指定されて
いる体育館の耐
震化を実施する
ことにより、安
全な施設に受け
入れることが出
来る避難者数）

一体的に実施することにより期待される効果

番号



（参考図面）

計画の名称 防災拠点となる都市公園の整備による地域防災力の強化（防災・安全）

計画の期間 平成25年度　～　平成28年度　（4年間） 西予市、内子町交付対象

西予市整備計画拠点施設 位置図

西予市宇和運動公園 A6-1 (都市公園等事業)
A6-2 (都市公園安全・安心対策事

御旅公園 A6-2 (都市公園安全・安心対策事業)



（参考図面）

計画の名称 防災拠点となる都市公園の整備による地域防災力の強化（防災・安全）

計画の期間 平成25年度　～　平成28年度　（4年間） 西予市、内子町交付対象

宇和運動公園位置図 西予市宇和運動公園 整備箇所

・・・国体競技会場

1-A-1西予市宇和運動公園

多目的広場
・防災倉庫設置
・休憩所改築（防災対応）
・防災用ベンチ設置
・グラウンド拡張

・・・駐車場整備箇所

宇和体育館

陸上競技場

ﾃﾆｽｺｰﾄ

ﾃﾆｽｺｰﾄ
ﾃﾆｽｺｰﾄ

駐車場
・駐車場改修 ５箇所

園内道路
・園内道路改修

・・・園内道路整備箇所

・・・耐震化整備箇所

・・・公園区域

体育館
・耐震化整備
・バリアフリー化

体育館



（参考図面）

計画の名称 防災拠点となる都市公園の整備による地域防災力の強化（防災・安全）

計画の期間 平成25年度　～　平成28年度　（4年間） 西予市、内子町交付対象

内子運動公園

内子町都市公園安全・安心対策事業位置図


